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2.1.2 気象 

京都市域の気象は，夏に雨が多く，冬には少ないという瀬戸内式気候と，三方を山に囲

まれているという地形的特徴から，寒暖の差が大きい内陸性盆地気候との両面を特徴とし

ている。また，盆地地形のため，年間を通じて風が弱いという特徴がある。 

京都地方気象台における気象の概況は以下に示すとおりである。 

 

(1) 気温 

京都地方気象台による過去 5年間の気温の状況は表 2-1に示すとおりである。過去 5年

間の平均気温は 16.2℃となっている。 

 

表 2-1 気温の経年変化 

年次 平均（℃） 最高（℃） 月日 最低（℃） 月日 

平成 11年 
12年 
13年 
14年 
15年 

16.4 
16.2 
16.1 
16.3 
15.8 

35.5 
38.1 
38.2 
37.0 
36.0 

8/2 
7/21 
8/2 
7/28 
8/23 

-4.2 
-2.3 
-3.8 
-2.8 
-4.0 

2/4 
1/28 
1/15 
1/3 
1/29 

平均値 16.2 37.0 - -3.4 - 

出典：「京都市統計書 平成 16年版」（京都市 平成 17年） 

 

(2) 降水量 

京都地方気象台による過去 5年間の降水量の状況は，表 2-2に示すとおりである。年間

降水量は，1,000～1,800mm／年で推移している。 

 

表 2-2 降水量の経年変化 

年次 年間総量 
（mm） 

日最大 
（mm） 月日 1時間最大

（mm） 
月日 

平成 11年 
12年 
13年 
14年 
15年 

1,519.0 
1,368.5 
1,234.5 
1,024.5 
1,813.5 

117.0 
112.0 
87.0 
65.0 
115.0 

6/27 
9/11 
6/19 
4/17 
6/24 

69.0 
28.0 
32.0 
18.5 
30.0 

6/3 
6/25 
6/19 
8/24 
8/26 

平均値 1,392.0 99.2 - 35.5 - 

出典：「京都市統計書 平成 16年版」（京都市 平成 17年） 
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(3) 風向・風速 

京都地方気象台による過去 5年間の風の状況を表 2-3に示す。 

平均風速は 1.7～1.8m/s で一定している。 

 

表 2-3 風速の経年変化 

年次 平均（m/s） 最大（m/s） 月日（風向） 

平成 11年 
12年 
13年 
14年 
15年 

1.7 
1.7 
1.7 
1.8 
1.7 

8.3 
7.7 
9.1 
7.9 
7.4 

9/24 （南南西） 
7/2 （北） 
8/21 （北北東) 
4/4 （北） 
1/29 （西） 

平均値 1.7 8.1 - 

出典：「京都市統計書 平成 16年版」（京都市 平成 17年） 

 

2.1.3 水象 

京都市の市街地を流れる河川は，桂川及び宇治川の 2水系に大別され，両河川は計画地

の南西 5km辺りで木津川と合流して淀川本流となり，大阪湾に注いでいる。 

計画地周辺の水象の状況は，図 2-4に示すとおりである。計画地は淀川水系の宇治川及

び桂川に挟まれた位置にある。 

 



1:50,000
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図 2-4  計画地周辺の水象の状況

出典：「京都市河川図」（京都市　平成14年）
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